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▌２０２１年 １２月じゃおサロン 

日  時：１２月４日（土） １６：００～１８：００  

場  所：オンライン開催（Zoom によるオンライン開催です） 

アフリカ マサイの人々と暮らして 

講師：永松 真紀（ながまつまき）様 

 

 

 

 

 

 

講演内容 

赤道直下のケニア共和国。首都ナイロビから遠く離れ、野生動物が群れをなすサバンナにあるマサイ村は、シャ

ワーもトイレも電気すらもない小さな村。そこで暮らすマサイの暮らしとは？マサイに嫁いで、彼らの生き方や文

化から学んだこととは？アフリカを通して、日本や世界を見つめなおしましょう。 

È ケニアってどんな国？ 

È マサイの人たちはどんな生活しているの？ 

È マサイに嫁ぐって？ 

È 伝統と時代の変化の狭間で彼らが取り組んでいること。 

È マサイから教えられた日本が守るべきものとは？ 

講師略歴 

1967 年福岡県北九州市生まれ。ケニア唯一のプロ添乗員。 

世界中をくまなく回った末、1996 年より、本格的にケニアに移住。アフリカ各国でガイド、撮影コーディネーター

を手掛ける。2005 年 4 月、伝統的生活を送るマサイの第二夫人となり、夫と共にコミュニティサポート、マサイを

良く知るためのマサイエコツアーや日本での講演会などに力を入れている。 

2012 年ジャクソン教育基金（MJEF）を立ち上げ、地域の子どもの未来のための活動を始める。 

著書に「私の夫はマサイ戦士」（新潮社）、2014 年 5 月刊の同名文庫本（新潮文庫）もある。 

https://jaoclub.com/
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▌事務局だより 

１．会員動向 

10 月 1 日現在会員数 

湘南 県央 ベイサイド 多摩・田園 計 

37 30 32 28 127 名（E グループ会員：114 名） 

２．運営委員会報告 

  10 月は、運営委員会は開催されませんでした。 

３．次回の運営委員会  

日時：2021 年 11 月 21 日（日）10:00～12:00（オンライン開催） 

議長：福山委員、書記：村尾委員  

予定されている主な議題は本部繰越金の使途関連についてです。９月の運営委員会で決定した本

部活動の見直し（費用削減に繫がるもの）に基づき、本部の中期的（５年程度）収支を予測して会

費を決定します。その結果により一時的な会費徴収停止が可能かどうかなどを検討します。 
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▌会員だより 

コロナ禍、「気候変動」活動に考えさせられる 

湘南 増田 勝男 

「環境問題」「地球温暖化」…「気候変動」など身近で地球規模であるような、この歳になって話が大

きいな…とも感じる。一昨年、新型コロナウィルスが中国武漢で見つかり、一気に世界に広がった。そ

んなの中、NHK「2030 未来への分岐点・暴走する温暖化」という番組を見て考えさせられることがあ

った。持続可能な未来か、暗黒の未来かというテーマだ。 

カリフォルニアなどでの大規模森林火災やアマゾンのサバンナ化などによる CO2吸収能力の激減、北

極の氷が溶け北極海の海水が上昇、シベリアから南米、更に南極に至るまでの気温や海水が連鎖上昇し

ている。気温 38 度を記録したシベリアでは、永久凍土が溶け、CO2の 25 倍のメタンが爆発的に発生、

太古時代の凍土からは、未知の「モリウィルス」が発見された。 

気温がプラス 1.0 から 1.2 度上昇でこのような現象である。ポツダム気候影響研究所の予測では、更

に 10 年後の 2030 年にはプラス 1.5 度（これが地球の限界！）、2100 年にはプラス 4.0 度上昇と予測し

ている。地球の熱帯化である。アマゾンでは森林火災で森を追い出された野生動物の媒介でウイルスが

蔓延する可能性も出ている。コロナ蔓延どころではない。 

そんな中、東京の猛暑日は 2020 年の 12 日から 47 日激増し、外での仕事は数時間足らずに、子供は

太陽の下では遊べない時代が来る？とまで言われている。…本当か？日本へ襲来する台風は、海水温の

上昇で巨大化、雨量は 3 割増え、これまでの崖の表層崩れから山の深層崩壊、経験のない大洪水といっ

た事象へと変化していくと…科学者は言うのだ！確かにこのところおかしい。 

これらのことに対して、世界各地の若者達が声を上げている。科学者たちが「地球暴走」に入ると予測

している「分岐の道が、10 年後の 2030 年に現れる」との主張が現実味を帯びる。温暖化・気候変動へ

の世界の取り組みを訴えづけていたティーンエイジャーの環境活動家、グレタ・トゥーンベリさんも、

今も各地で訴え続け、自身は大人へと成長しながら更に先鋭に行動している。何が彼女を行動させるの

か。ドイツをはじめ世界の先頭を行く EU 連合のグリーン・ディールは、科学的事実」と気候変動の制

御＝温室ガスを 2030 年半減化、2050 年実質ゼロへの行動結束を訴える。 

このコロナ禍でさえ、ロックダウンや

経済活動抑制でも 7％減にしかなってい

ない。経済活動の抑制、CO2排出量の 75％

減、石炭燃料施設の新設は止めクリーン

エネルギー増大へ。曰く「化石燃料に未来

はない」。エネルギー革命から新産業革命

なのか、新しい規範へと舵を切っている。

日本へも様々な取り組みを促しており、

とりわけ新しい電力システムへの転換を

迫っている。各国の活動リーダーは、気候

変動への対応を訴え、今行動しなければ、

20 年後の孫の時代は暗黒への道に進んで

しまう！世界との歩調は…。20～40 歳く

らいの若者が行動をすべきとの声は高
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い。路上での演説やデモ行動から、公職、NPO、教育機関に就け、企業へも関与を提案している。 

マイクロソフトもアマゾンも気候変動に大きく関与・投資している。そうしたことに市民も投資や関

与の活動もすべきと主張する。アインシュタインは述べている、「悪い行いをする者が、世界を滅ぼすの

ではない。それを見ていながら、何もしない者達が滅ぼすだけだ」。 

じゃお活動は、若者ではない、おやじの集まりである。今後子や孫に何を繋ぎ、どう変革に関わるだ

ろうか？暗黒の環境を残してしまわないようにと考えさせられるが…さて？ 

※ 図表は、ニッセイ基礎研究所「加速する欧州グリーン・ディール－気候中立目標達成への包括的

取り組み」経済研究部 研究理事   伊藤 さゆり氏の記事より引用。（原典は下記 URL 参照） 

https://www.nli-research.co.jp/report/detail/id=68336?pno=1&site=nli 

パンデミックさなかのささやかな旅 

湘南 宮澤 進 

自転車で 10 分位のところに結婚した娘がいる。幸いにも高校生の女の子を筆頭に 3 人の子供を授か

り暮らして居る。近くに住んでいるせいか親の教育が悪かったせいか、母の日や父の日・勿論敬老の日

なども一向に音沙汰がない。 

そんな或る日「どこか温泉にでも行かない」と妻から提案があった。緊急事態宣言のなか不謹慎と思

ったが、時には冒険も良いかと 2 泊 3 日の四万温泉旅行となった。流石に電車で行くのは少し憚られた

ので車で行くことにした。茅ケ崎から車での旅は、圏央道が出来たことですこぶる便が良い。圏央道・

関越自動車道・一般道の順で、妻には「お前さん運転が上手いね」などと煽てながら、1 時間ごとの休

憩と交代を挟み、四万温泉へは 4 時間程であっけなく着いてしまった。当日は生憎の雨だったが、直接

宿に行くのは勿体ないと近くにあったお寺（林昌寺）に立ち寄ることにした。山奥のお寺と高を括くっ

ていたが、戦国時代は真田の崇敬を受けたとかでなかなか由緒があり、本堂・庫裡・山門・観音堂・鐘

楼・町指定の重要文化財（画像板碑）などなど見所満載であった。四万温泉のある中之条町は、浅間山

の噴火で深刻さを増した天明の飢饉や太平洋戦争で多くの犠牲者を出したところでもある。寺には浅間

山爆発（噴火）犠牲者供養塔・おろかもの之碑と書かれた反戦の板碑なども建立されている。天災も人

災も多い町のようだが困難にもめげず地域起こしに取り組んでいる、その生きざまは逞しい。 

四万温泉は上信越高原国立公園のなかにあり、坂上田村麻呂が蝦夷征伐（この辺が大和朝廷の北限と

のこと）に向かった折、この地で疲れた体を休めたといわれている古くからの温泉地だ。泊った旅館は

https://www.nli-research.co.jp/report/detail/id=68336?pno=1&site=nli
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「ひなたみ館」。この時期流石に泊り客は少なく丁寧な接待ぶりだ。温泉は個室で部屋はリニューアル

して 7 年目、食事は部屋対応「誰かの口癖、安心安全な 2020 大会？」ではなく「完璧なほど安全な旅

館」であった。献立は鮎寿司、岩魚の塩焼き他地産の食材と温泉酒（美味いとは言えないが口当たりは

良い）、耳を澄ますと渓流の音が心地よい山峡の静かな宿である。 

翌日は小雨だったが近くを車で巡ることにした。手始めは重文が安置してあるという日向見薬師堂

（瑠璃光仏が安置されている）、ここには古い建物と籠り堂・足湯場などがあり、足湯をしながら妻は

絵、私は凡句を、 

・秋草に話はずむや足湯して 

薬師堂を出てすこし山を登ると奥四万湖、暴れ川を治めるためのダムでもある。湖はあくまでも碧く

空気も甘く感じられる。勿論マスクなしの散策で久しぶりに生き返ったような感じがする。 

・峡深く瑠璃なす湖や初紅葉 

ここ中之条町は古くは真田領であり、小さな山城が多く点在する忍者の里でもあったようだ。忍者に

は伊賀・甲賀のような自衛（多くは農民）のための忍者と、真田のようなスパイ（武士）を専門とする

忍者がいたようだが、共通するのは専守防衛、生き残ることを目的とした組織で、その為に工夫された

武器の数々に改めて驚き感心する。 

・城跡は石柱のみや月夜茸 

・菱の実や真田忍者の虎の巻 

・三日ゐて三日の雨や四万の秋 

旅は鬱々した気持ちを解放してくれる。余命はあとどれくらいか分らぬが「どうせあちらへは手ぶら

で行く（城山三郎の言葉）」を心に、麻雀も俳句も農園も碁も旅行も最近始めたギターもみな中途半端だ

が遊びと割り切り大いに楽しみ・惚けて過ごそう。「学問の勧め転じて遊びの勧め」だ、そしてこれから

も今を大切に過ごしたい。 

道くさ 

県央 美濃部 重慶 

私は海老名市の国分寺台に居をかまえています。海老名は昔、海老名氏という豪族が支配していたと

聞き及びます。私は毎日、裏の早川・綾瀬地区に隣接する丘陵地帯・目久尻川の縁をよく散歩します。

今日は、近くのお寺を二か所ご案内いたします。 

先ずは、龍洞院です。厚木の曹洞宗・龍鳳寺の末寺で、1318 年開山の歴史ある寺です。明治に火災で

焼失しましたが早川の渋谷氏や、長泉寺の力で再興しました。また、北条氏、徳川家康、後醍醐天皇の

縁を受けた寺です。近隣の住民は、昔、山梨のダム治水の為、村民がそろって移住してきたそうです。

紹介したいのは、春になり桜の花が咲くと壮大な景色で、一度見ていただきたい場所です。 

今一つは、綾瀬の済運寺です。本尊は木造・釈迦如来坐像で、貞和 5 年（1349 年）柏庵宗意禅師和尚

により開山され、三代将軍・徳川家光の乳母である春日局が化粧料として吉岡、用田などに三千石の所

領を充てられ、屋敷を建て、大山参詣の宿泊所とした寺です。局の位牌、茶釜、茶臼等々を寺宝として

います。一度参拝されたら如何かと思います。 

余談として、この寺の近くに、高座豚（肉製品）の製造工場、別の場所に直営販売店もあり、立寄り

できます。ご参考までに、海老名市主催のツアーがよくおこなわれております。 
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スペイン、ピレネー山麓の小さな村と教会 

ベイサイド 宮岡 栄一 

スペインのカタルーニャ地方、3,000 メートル級のピレネー山脈の山々に抱かれたボイ谷に点在する

小さな村々には１２世紀頃に建てられたロマネスク様式の教会が修復され保存されています。タウイ村

のサン・クリメン教会もその中の一つでバルセローナのカタルーニャ美術館を代表する「荘厳のキリス

ト」の壁画はここで描かれ、ここから移されました。以前、ピレネーの山々をバックにしたこの教会の

写真を見て、いつか行きたいと思っていました。2016 年 5 月に念願が叶いました。ご覧の通り、全体

的に小ぶりで壁が厚く窓が小さい典型的なロマネスク様式の教会です。小さな教会にしてはとても高い

鐘塔ですが、カタルーニャのロマネスク様式の教会はイタリアのロンバルディア地方から職人を呼んで

建てたそうでその影響かもしれません。 

同教会の壁に描かれたフレスコ画の傑作「荘厳のキリスト」はバルセローナのカタルーニャ美術館に

移されたので、ここにはありませんが現在では多くの観光客が訪れるので、毎日数回、下の写真の通り

プロジェクション・マッピングで素晴らしい壁画が再現されています。 

この教会の近くに洒落たレストランがあり、大きな窓からピレネーの山々を背景にしたサン・クリメ

ン教会を見ることができます。ゆったりとした時間の流れの中で美味しいスペイン料理に舌鼓を打ち、

美味しいワインを飲みながらこの素晴らしい景色を堪能しました。食事の後で、タウイ村を散策しまし

た。ピレネーの初夏のそよ風がとても爽やかでした。 

 

 

タウイ村にはこの他、サンタ・マリア教会、サン・キルク礼拝堂等があり、カタルーニャの素朴なロ

マネスク様式の教会と美しい景色、美味しい料理とワインを堪能できます。スペインというと南部アン

ダルシア地方のフラメンコと闘牛を思い浮かべますがカタルーニャではスペインの多様性を実感でき

ます。 

コロナ禍以前は毎年のように海外旅行に出かけていましたがコロナ禍の現在では不可能です。 最後

の海外旅行は 2019年６月の南ドイツ（ミュンヘン、ガルミッシュ・パルテンキルヘン、ミッテンバルト

等）への旅でした。一日でも早く海外旅行に行けるような状況になってほしいと切に思う今日この頃で

す。                                       

  

サン・クリメン教会 プロジェクション・マッピングによる壁画の再現 
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我々は戦争・戦時体験を直接聞いた世代 

多摩・田園 松本 憲洋 

「かっつぁん、この大きな体を戦地へ置いてきちゃあいけんよ」。昭和 19 年 12 月 17 日の夜。46 歳

だった松本マサノさん（78）＝深安郡引野村＝はふろ場で一人息子の背中を流してやりながら涙声で言

った。「お母さん、お国のためじゃけ我慢せにゃ」20 歳になったばかりの” かっつぁん”、勝邦さんはけ

なげにもこう答え、肩越しに母の手をそっと握った。 

 翌 18 日朝、勝邦さんは大門駅から浜田連隊（島根）へ向かった。大勢の村の人の「バンザイ」に送ら

れて・・・。１週間後、勝邦さんは「どこへ派遣されるかわからない」と言い残して浜田を出発した。

マサノさんは糸巻きの中へ百円札を巻き込んで「要らない」という勝邦さんに無理やり持たせた。父平

太郎さん（77）は、浜田から更に小郡（山口）まで見送った。両親が一人息子の姿を見たのはこれが最

期だった。 

 “赤紙”で召集された甲種合格の松本勝邦さんは、福山が空襲に遭った 20 日後の 8 月 28 日、中国奥

地の野戦病院で栄養失調とマラリアのため“戦病死”していた。日本敗戦の 13 日後だった。両親のマ

サノさん、平太郎さんがその事実を知ったのは約 1 年後の 21 年 6 月。やはり引野村から出征した勝邦

さんの戦友が教えてくれた。 

 10 数年後、熊本県の郵便局から“270 円”の郵便貯金が送られてきた。“糸巻きの 100 円”に利息が

付いて母のもとに帰って来たのだ。マサノさんはこの「270 円」を今も大切に保存している。 

この平太郎さん、マサノさんは私の祖父母で、私の母の両親です。私は敗戦色が濃くなりつつあった

昭和 18 年 4 月に、祖父母が住む引野村の西隣の手城村で生まれました。私が 2 歳 4 カ月の昭和 20 年 8

月 8 日午後 10 時過ぎ、手城村の西に続く福山市は市街地の 80%が焼失する大空襲を受けた。周辺部の

村は一部焼失程度の被害に止まったのだったが、父が徴兵されたため、母と私が身を寄せていた父の実

家は、爆撃機の帰りがてらのおまけのような焼夷弾の餌食となった。 

その時、私もその場に居たのだが、状況を一切覚えてはいない。無理もない、母に背負われていた 2

歳児なんだから。その時の状況は母から何度も聞き、当時、小学 2 年生だった従姉妹からも聞いた。そ

の夜はよく晴れた日だったそうだ。100 機近い飛行編隊が独特のエンジン音をうならせて南方から飛来

し、福山市の上空で焼夷弾が正に雨霰のごとく降り注ぎ、実家の辺りも火の海と化した。母屋は藁ぶき

屋根だったので、そこに突き刺さった焼夷弾は正に着火剤となった。多数の火勢になす術もなく、逃げ

惑う道に沿った小川には焼夷弾が撒き散らした燃え盛る油が流れ、火の帯となっていたそうだ。従姉妹

は、30 歳過ぎまで夜の爆音を聞くと身震いし身構えたと話している。 

焼け出された母と私は、母の実家に居候することになり、間もなく終戦で召集解除になった父も合流

した。それから約 3 年間は、曾祖父母、祖父母、叔母、両親と私、そしてその翌年から弟が加わり４世

代 9 人での生活だった。どんな子供でも可愛い 2 歳から 5 歳までの頃を、多数の庇護者の中で育てられ

たのであるから、私にとって甘い蜜の中のような生活であったことは、お読みいただいている皆さんが

想像される通りである。もっとも、当時の私はそのことに全く気付いていなかったが。ただ、疎開した

当時、庭で遊んでいて飛行機のエンジン音が聞こえると、急いで玄関の土間に駆け込み、障子を閉めて

固く抑え外に向かって「アメリカの馬鹿野郎」と叫んでいたことを映像も含めて記憶している。焼失し

た手城の家が真っ赤な炎を上げて燃えるさまを母の背で泣き叫びながら眼底に焼き付けていたのだろ

うと思う。今では記憶として残っていないのだが。 
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こんなに平穏な生活の中で、幼子の私は祖父母に信じがたい悲劇が襲っていたことなど知る由もなか

った。平成 8 年 6 月に祖父が亡くなって 10 年目に、99 歳になっていた祖母が亡くなった。葬儀で祖父

母の甥（中・高等学校の 10 年先輩）が弔辞を述べた。その時に紹介された新聞記事（文頭に一部掲載；

中国新聞、昭和 51 年 6 月 25 日金曜日）に、53 歳になっていた私は、祖父母が抱えて旅立った悲劇を

改めて知り、悲しさに衝撃を受けた。 

 祖父母は私たち家族が同居していた昭和 21 年 6 月に一人息子が帰還できないことを知らされたのだ

が、幼かった当時だけでなく祖父母が亡くなるまで、叔父・勝邦さんの話を聞いた記憶はなかった。言

葉に出せないほどの淋しさと悔しさを抱えて生きていたのだろうと思う。 

 我々は第二次世界大戦以後、戦争のない世紀を過ごしてきた。じゃおクラブの面々の年齢に幅はある

が、大雑把に言って我々より 10 歳以上年上の先輩たちは戦争・戦時体験があり、我々の多くは戦争・

戦時体験はないが、幸い体験談を直接聞くことができた世代だ。家族ごとに戦争・戦時体験は千差万別

であろうが、家族の歴史としてそれぞれの家族で伝えていくべきではなかろうかと、人生の第 4 四半世

紀に入り思うこの頃である。早速、孫たちにこのコピーを送って LINE のビデオで話してみようかな。 
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▌じゃお多摩・田園 

グラファーズ撮影会 町田ダリア園  

多くの撮影会中止を余儀なくされ、各自撮り貯めたストックから作品を取り出して Web 上で品評会

を続けてきたが、そろそろネタ切れの声が通じたのか感染症緊急事態の終了宣言、10 月 5 日、今回は大

手を振って今盛りの花園に集った。  

何よりもお身内の不幸で久しく活動から身を引いておられた藤井さんが復帰、更には最近じゃおに入

会された及川さんが参加されて今日は 7 名の集団となり活気を取り戻すところですが、 残念なことに

メンバーの杉本さんが怪我をされ療養中とのこと、早い回復を祈るばかりです。  

まず、本来グラファーズたる者の撮影に臨んで予習するべき事。（分かっちゃいるけど、故に反省会あ

りき、実はここ 2 度目） ダリアはキク科に属しメキシコが原産で、スペインを経由してヨーロッパに

広がり、江戸時代後期にオランダから長崎に持ちこまれたそうで、花の形がボタンに似ていることから

天竺牡丹の和名があるそうです。 花言葉には「華麗、優雅、威厳、感謝、栄華」更にはフランス革命の

情勢時に付けられた「移り気、不安定」等、何とも頂けないものもある様です。  

選り取り見取り色とりどり、見事な花の競演に狙いが定まらない。なる程これは正に「移り気」であ

る。 そう言えば自分の作品は「不安定」そのもの、ファインダーを覗いていた時は華麗、優雅、威厳、

のイメージであった筈だけれど・・・。 如何やら私にはこれらの頂けない方の花言葉が似合っている

らしい。  

さて、町田ダリア園（町田市山崎町 1213-1）はメ

ンバーの露木邸から直線にして 1.2Km まさにホーム

エリア、そう言う拙宅からも 1.6Km で、かつては自

転車での散歩コースでもありました。  

15,000m²（4,500 坪）の園内に約 500 種 4,000 株

を栽培していて花径が 30cm を超える大輪もありま

す。豪華絢爛、色とりどり、でも青と緑の花色は未だ

ないそうです。 当日は駐車待ちの車が道路に溢れて

いましたが、広い敷地はさして混雑を感じさせず、汗

ばむ青空の下、人目を忍んで喉を湿らす麦ジュースは

また格別で、のんびりとコンビニ弁当を楽しむ事が出

来ました。仲間のようなガーデナーの一人を掴まえて 

聞くところによると一昨日（10 月 3 日、日曜日）は今日の 3 倍以上の人出で大盛況だったそうです。

「私もこんな仕事してみたいなぁ」と言ったら上から下まで品定め、「でもライバルが一杯ですよ」と、

言葉を選んで答えてくれたことが愉快だった。 

ついでに地域 CM、当園の近隣には薬師池公園、ぼたん園、えびね園、リス園などの他、映画「とな

りのトトロ」にも出てくる七国山は、鎌倉からここ町田、府中、所沢、高崎へとつながる鎌倉街道上道

の古道跡が見られ東京都の緑地保全地域に指定されています。観光地でもありますので、皆様も足をお

運びください。                       

（多摩・田園 山脇 哲郎 記・写真） 

 

町田ダリア園に集合したメンバー 


